　LCⅡ　生徒研究発表会　要旨作成のポイント　

データ作成・提出について

(1) 締切：１/９（木）17：00
(2) 様式：A4・1枚・Googleドキュメントで作成　※印刷はB5（縮小）・白黒で行います。
(3) 手順
1 以下のフォルダ内に、「2024研究要旨フォーマット原本」が入っています。これを適宜、コピーして使用してください。
Googleドライブ→共有アイテム→グループ共有フォルダ78期→LCⅡ→
→01各講座用→各班のフォルダ
2 下の＜要旨作成時のポイント＞を参考に、要旨を作成。
3 一旦完成したら担当教員にチェック提出。修正⇒チェック提出…を繰り返す。
4 完成したものは、ファイル名を『研究班番号(全角数字)＋班名』（例：７５物理班）にして以下のフォルダに提出。なお、研究班番号は、中間発表での発表班番号と同じです。
Googleドライブ→共有アイテム→グループ共有フォルダ78期→LCⅡ→
→04生徒研究発表会 要旨提出→各班のフォルダ

＜要旨作成時のポイント＞

1 要旨の役割りとは？
主には、「発表の“要点”を短い文章・図等で“正確に”伝えること」！
つまり、研究目的・方法・結果・結論をそれぞれ簡潔に伝え、興味を持ってもらって「発表を聴きにきてもらう」ことが要旨の使命である。
また、聴衆は多くの要旨に目を通す。決まった書式に揃えることが重要である。

2 提出前のチェックポイント（必ず書式をそろえること！）
	観点
	確認
	内容

	A
	□
	ファイル名は、指示通りか？

	B
	□
	研究目的・方法・結果・考察・結論が、漏れなく書かれているか？
※特に「結論」は必須　　※項目タイトルは、アレンジ可。

	C
	□
	各項目の内容は、“簡潔”かつ“論理的”に書かれているか？
説明は過不足なく書かれているか？　

	D
	□
	事実（≒結果）と意見（≒考察）を、区別して書いているか？

	E
	□
	全体の書式は、右ページの「統一フォーム」に揃っているか？

	F
	□
	「参考文献ならびに参考Webページ」の書き方。　※項目省略も可。
・書籍：全著者の氏名（発刊年）　『書名』ページ数　発行元
・Web：全制作者の氏名（更新年）　『Webタイトル』　URL　閲覧日


3 統一フォーム
[bookmark: _GoBack]班名・班員（フルネーム）：MSP明朝，１１ｐｔ，右揃，上下は1行ずつ空ける
メインタイトル：MSPゴシック，１４ｐｔ，中央揃、１行
項目タイトル：MSPゴシック，１２ｐｔ，左揃
項目間は１行空ける
本文：MSP明朝，１１ｐｔ，左揃え
大きな項目の間以外は詰めて記述する
項目は、「全角数字＋全角ピリオド＋項目タイトル」
班番号：MSP明朝,１２ｐｔ，中央揃
ｲﾝﾃﾞﾝﾄは0.37cm。段落始めは、0.74cm。「ｽﾍﾟｰｽ」キーではなくﾙｰﾗｰで調整する。
★★　★★
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研究班番号【   41   】   YBCO 超伝導 体の不純物効果     物理班 ： 大栗   章 博、 ● ●   ● ●、 ▲ ▲   ▲ ▲     １．はじめに   超伝導が私たちの生活に役に立っていることを知り、興味を持った。 不純物を加えることで、 超伝導体の性質が変化するかどうかを調べることにした。また、特別な装置がないと作ること ができない超伝導体を、学校にある装置で 作れるか検証したかった。     ２． 実験方法   材料 ( 酸化イットリウム、酸化銅、炭酸バリウム、酸化ニオブ ) を用意し、電子天秤で計った のち、乳鉢に入れて 1 時間半混ぜた。   ≪実験１≫   ① 混ぜた試料を 900 ℃で 15 時間、岡山大学で焼成してもらった。   ② 焼成した試料を液体窒素の中に入れ、電気抵抗の値を測定した。   ≪実験２≫   ① 混ぜた試料を万力で成型したのち 450 ℃で 15 時間、学校の電気炉で焼成した。   ② 焼成した試料を液体窒素で冷やし、磁気浮上がみられるかどうかを観察した。     ３． 結果   ≪実験１≫   2 ％から 16 ％までの試料では超伝導現象がみられ、 20 ％と 40 ％の試料では超伝導現象がみ られず、それ以上の割合の試料は測定できなかった。   ≪実験２≫   5 つとも磁気浮上がみられなかった。よって全て超伝導体にはならなかった。     ４． 考察   ≪ 実験１ ≫ よ り、 不純物効果は見られたが、不純物の量 が 多 く な る と 超伝導の結晶構造が変 化してしまい、超 伝導を発現しなくなると考えられる。 ま た、 ≪ 実験 ２ ≫ よ り、 超伝導体 に す る に は、 焼成 時 の 温度が 重要 であ る と 考 え る が、 何度 が 適温 か は 特定 で き てい ない 。     ５ ． ま と め   量 に よ り 超伝導 体 と な る か が 分 か れ る が、 不純物 効果 はあ る 。 校内 作 製 は 温度 管理 が 課題。     ６ ． 参考文献ならびに参考 Web ページ   青木 秀 夫 著（ 2009 ）   『 物性 科 学 入門 シリーズ   超伝導 入門 』 12 ～ 15 ページ   ㈱ 裳 華 房 発行  
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image2.emf
研究班番号【   41   】   YBCO 超伝導 体の不純物効果     物理班 ： 大栗   章 博、 ● ●   ● ●、 ▲ ▲   ▲ ▲     １．はじめに   超伝導が私たちの生活に役に立っていることを知り、興味を持った。 不純物を加えることで、 超伝導体の性質が変化するかどうかを調べることにした。また、特別な装置がないと作ること ができない超伝導体を、学校にある装置で 作れるか検証したかった。     ２． 実験方法   材料 ( 酸化イットリウム、酸化銅、炭酸バリウム、酸化ニオブ ) を用意し、電子天秤で計った のち、乳鉢に入れて 1 時間半混ぜた。   ≪実験１≫   ① 混ぜた試料を 900 ℃で 15 時間、岡山大学で焼成してもらった。   ② 焼成した試料を液体窒素の中に入れ、電気抵抗の値を測定した。   ≪実験２≫   ① 混ぜた試料を万力で成型したのち 450 ℃で 15 時間、学校の電気炉で焼成した。   ② 焼成した試料を液体窒素で冷やし、磁気浮上がみられるかどうかを観察した。     ３． 結果   ≪実験１≫   2 ％から 16 ％までの試料では超伝導現象がみられ、 20 ％と 40 ％の試料では超伝導現象がみ られず、それ以上の割合の試料は測定できなかった。   ≪実験２≫   5 つとも磁気浮上がみられなかった。よって全て超伝導体にはならなかった。     ４． 考察   ≪ 実験１ ≫ よ り、 不純物効果は見られたが、不純物の量 が 多 く な る と 超伝導の結晶構造が変 化してしまい、超 伝導を発現しなくなると考えられる。 ま た、 ≪ 実験 ２ ≫ よ り、 超伝導体 に す る に は、 焼成 時 の 温度が 重要 であ る と 考 え る が、 何度 が 適温 か は 特定 で き てい ない 。     ５ ． ま と め   量 に よ り 超伝導 体 と な る か が 分 か れ る が、 不純物 効果 はあ る 。 校内 作 製 は 温度 管理 が 課題。     ６ ． 参考文献ならびに参考 Web ページ   青木 秀 夫 著（ 2009 ）   『 物性 科 学 入門 シリーズ   超伝導 入門 』 12 ～ 15 ページ   ㈱ 裳 華 房 発行  
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